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は じ め に

　2019 年に報告された新型コロナウイルス

感 染 症（Corona virus infectious disease 2019; 

COVID-19）は世界的に、医療分野のみならず経済

や教育にまで影響を与えた。COVID-19 の出現当

初は病態や感染経路等、未知なことが多く、ウイ

ルス自体の流入と感染拡大防止の対策に追われ、

各教育機関においても対応が求められた。大学に

おいては、2020 年度開始前から遠隔授業の活用

等が求められ 1）、大学教職員および学生がそれぞ

れ教育体制の変化に順応することが必要となっ

た。さらに、感染者数拡大のため 2020 年 4 月よ

り、本邦においては初めて緊急事態宣言が発出さ

れ 2）、多くの大学で教職員および学生が不要不急

の外出自粛やリモートワークに伴う遠隔授業等を

開始している 3）。桐蔭横浜大学においても、2020

年度開始後直ちに学生のインターネット環境の調

査、Google Classroom を用いた座学授業体制の整

備を行い、2020 年 4 月 21 日より全学的に本格的
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な遠隔授業を開始させた。一方で、本学医用工学

部生命医工学科内では臨床検査技師国家試験受験

ならびに臨床検査技師育成のための卒前教育とし

て、コロナ禍であっても、学内実習は厚生労働省

の指定規則に準じながら対面にてその質ならびに

時間をしっかり担保するべきであるという認識が

強くあったため、緊急事態宣言の解除後を見据え

た学内実習の実施方法も同時に検討した。本報告

では、我々が 2020 年度の COVID-19 パンデミッ

ク対策をきっかけとして開始した、学内実習の

クォーター制導入とそれ以降の教育効果について

検証し、考察した。

I．対象・方法

1．授業体制

　A．2020 年度

　前期（4 ～ 7 月）中は従来から大学にある標準的

なセメスター制の時間割（例：週 1 コマずつ / 科

目、15 週）内で、組替え編成により、1）座学授業

科目は全てオンライン授業（同期型および非同期

型）とし、4 ～ 5 月中に集中講義とした。2）4 ～ 5

月中に座学授業コマ数が満足しなかった科目は緊

急事態宣言明けに、週 2 日オンラインにて実施し

た。3）学内実習は緊急事態宣言明けから、対面に

て週 3 日（am/pm）体制で 1 科目ごとに集中的に実

施した。実習科目は、1 年次オムニバス形式の基

礎理工学系実習、2 ～ 3 年次臨床検査医学系実習

（血液検査学、微生物検査学、免疫・輸血移植検

査学）を行った。これらの科目について、従来の

カリキュラムと開講年次ならびに開講学期は変更

しなかった。

　後期（9 ～ 1 月）中はセメスター制の時間割内で

組替え編成により、1）学内実習は対面にて、週

3 日（全て午後）開講として 1 科目ずつ実施し、そ

の日を学生登校日とした。2）座学対面授業は、1）

の学生登校日に輪番制での各科目の授業を開講し

た。3）学校登校日以外の週 2 日はオンライン授業

（同期型および非同期型）とした。実習科目は、1

年次オムニバス形式の基礎医工学系実習、2-3 年

次臨床検査医学系実習（生理機能検査学、臨床化

学検査学、病理検査学、一般検査学）を行った。

これらの科目について、従来のカリキュラムと開

講年次ならびに開講学期は変更しなかった。

　B．2021 年度以降

　従来から大学にあるセメスター制の時間割（週

1 回 / 科目）を通年で実施しつつ、臨床検査医学

系実習科目にのみクォーター制での開講を採用し

た。方法としては、週 2～ 4 日（全て午後での開講）

体制で 1 ～ 2 科目ずつ 4 ～ 5 月、6 ～ 7 月、9 ～

10 月、11 ～ 12 月に実施した。また、座学授業科

目を含め、全て対面にて開講した。

2．評価方法

　A．対 象

　2020 年度の授業に対する座学授業ならびに実

習科目を履修していた 1 ～ 3 年次 128 名を対象と

した。2021 年度以降は、臨床検査医学系実習科

目を履修した学生（1 科目あたり 31 ～ 42 名）を対

象とした。

　B．クォーター制導入（2020 年度）の量的・

質的評価

　対象に対して実施したアンケート内容（抜粋）

を図 1 に示す。アンケートは、2020 年度の授業

体制ならびに授業内容についてのみとし、大学が

行っている授業評価アンケートとは別に行った。

量的評価は、5 段階もしくは 4 段階で当てはまる

ものを回答させた。自由記述式の設問は質的評価

に用いた。さらに、学内実習の開講方式について

希望調査を実施した。対面、リアルタイム同期

型、およびオンデマンド非同期型の開講方式にお

いて、学生の希望する割合の合計が 10 になるよ

うに、0 ～ 10 までの数字を選択して回答させた。

なお、本アンケートは無記名、1 名につき 1 回限

りの回答とし、2020 年度後期授業日程が終了し

た 2021 年 1 ～ 2 月に Google フォームにて実施

した。

　C．クォーター制導入後（2021 年度以降）の

量的評価

　各科目の学習効果を自己評価する目的で作成さ

れたプレ - ポストアンケート 4）を実施した。アン

ケート内容は、「授業に対する取組み方・感じ方」、

「学習意欲」、「予習に対する考え方」、「授業を受

ける周りの人との関係性」、「授業内での自身の行
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動および認知」、「授業に対する能力や知識」、「授

業における自身の態度」を各分類 3 ～ 14 項目を質

問する内容とした。実習科目の開始前および規定

コマ数完了後に科目履修者に対して行った。

　D．解 析

　アンケートの自由記述における質的データは内

容分析手法により解析した。まず、図 1 に示し

た自由記述アンケート結果のうち編成時間割およ

びクォーター制に開講した実習科目に関わるもの

を抽出し、記述内容を内容分析手法に則って分類

した。すなわち、記述内容がいくつかの分類に割

り振れるよう一般化し、定義づけをした後に個々

の自由記述アンケートを分類した。

II．結 果

1．クォーター制導入に対する量的・質的評価

　対象者のうち、109 名（85%）から回答を得られ

た。2020 年度の講義に関して授業毎の取り組み

やすさを図 2a に示す。対面実習および編成時間

割に対して取り組みやすかった（「とてもそう思

う」、「そう思う」）と答えたのは、それぞれ 79%
および 63% だった。集中的に行った対面実習に

関して、内容が理解しやすかった、友人と協力や

情報交換ができたことについて取り組みやすかっ

た（「とてもそう思う」、「そう思う」）と答えたの

は 70% を超えた（図 2b）。臨床検査医学系実習科

目ごとの学習効果の実感は、全ての科目で「ふつ

う」以上が 80% を超えた（図 2c）。さらに、教員

とのコミュニケーションについては、「ふつう」

以上が概ね 90% を超えた。一方、コマ数につい

て「不満」または「非常に不満」と答えた割合にばら

つき（10 ～ 27%）を認めた。実習科目の開講方式

として希望する内訳（平均± 1SD）は高い方から、

対面（6.29 ± 2.78）、非同期型（1.97 ± 2.04）、同

期型（1.45 ± 1.41）の順となった。実習科目は対面

での開講を高い内訳で実施することを希望する意

見が多かったが、オンライン下での実習も一部入

れて欲しいと感じる回答も見受けられた。

　自由記述式アンケートの内容を質的分析した

回答の分類結果を表 1a に示す。自由記述式アン

ケートの設問から、編成時間割ならびに集中的に

行った学内実習の実施に関連する回答が、総数で

33 件抽出された。そのうち、編成時間割に対し

て、不満点や疑問が残る回答が多かった。一方で、

集中的に行った対面での学内実習の実施について

は、内容が理解しやすい、負担が軽減された等、

実施について肯定的に感じていた意見が多かった

（表 1b）。

2．クォーター制導入後のプレ - ポストアンケート 

による評価

　2021 年度および 2022 年度微生物検査学実習の

プレ - ポストアンケート結果を図 3 に示す。いず

れの年度においても全ての項目で、プレに比べて

ポストに増加が認められたのは、「授業に対する

能力や知識」および「授業を受ける周りの人との関

係性」についての設問だった。「授業に対する能力

や知識」の設問では、項目として専門分野や学科

の知識について大きな増加が認められたと同時

に、コミュニケーション能力やプレゼンテーショ

ン能力、他の人と協力して物事を遂行する能力が

身についたと回答するものが多かった。さらに、

「授業を受ける周りの人との関係性」では、学内実

習を通して共に学ぶ仲間、互いに協力し合う仲間

であることをより自覚するようになった回答が

認められた。

III．考 察

　COVID-19 の感染拡大は大学における教育体制

の整備や各教員の授業方法を再考する転機となっ

た。本研究では、感染症パンデミックをきっかけ

とし実習科目の開講方式を見直したことにより、

医療系技術職において重要な学内実習でより高い

教育効果を生み出す方法としてクォーター制導

入が有効であることを示した。実習科目のクォー

ター制開講は取り組みやすさの点で、学生の満足

度は高く、自己評価において得られる知識や能力

も十分であると考えられる。大学の授業開講方

式は、セメスター制（2 学期制）、トリメスター制

（3 学期制）、クォーター制（4 学期制）等があり、

近年では日本においてもトリメスター制やクォー

ター制を取り入れている大学が散見される 5）。本

学においてはこれまでセメスター制を採用した
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図 2　2020 年度の遠隔授業および授業体制に対するアンケート結果

a．各授業に対する取り組みやすさを 5 段階で評価した。

b．クォーター制で実施した対面実習に対する印象を 5 段階で評価した。

c．各臨床検査医学系実習科目に対する満足度を 5 段階で評価した。
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標準的な時間割（例：週 1 コマ 90 分ずつ / 科目、

15 週）であったが、2020 年 4 月の緊急事態宣言

に伴い、遠隔授業期間中に座学授業を集中的に実

施し、その後実習科目のみを対面にて行うクォー

ター制を学科独自に採用した。クォーター制の長

所は、集中的に学ぶ機会がある、柔軟な履修が可

能になる等が報告されている 6）。2021 年度以降

のクォーター制の開講方式でも、プレ - ポストア

ンケートの結果（図 3b）より、自身の能力を伸ば

せている自覚があると示唆できる。一方、岡らの

報告 7）では、通常授業において語学系科目等で「短

期間に詰め込むため知識が身に付きにくい」と指

摘している。しかしながら、技術習得を目指す臨

床検査医学系実習においては、自由記述で「短期

間で行うため技術が身に付きやすい」との回答が

多く、教育分野によってクォーター制の利点や採

用すべき科目が異なることが考えられる。その点

に関しては自由記述アンケートより、特に微生物

学や輸血移植検査学のような細かな技術習得が重

要となる科目、血液検査学の一部や病理検査学の

ような形態学系科目でクォーター制での開講方式

に対して前向きな意見が多かった。

　一方で、いくつかの実習科目においてはクォー

ター制が適していない可能性も考えられ、開講方

式に工夫が必要であることも示唆された。特に、

血液検査学、臨床化学および免疫検査学等の生体

試料を対象とする試料分析学系実習では測定結果

の解釈等、実習後のレポート作成の充実が理解度

表 1　編成時間割およびクォーター制実習に対する自由記述の質的評価

a．意見の内容分析

回答内容 件数

編成時間割
実施しやすかった 4

不満点や疑問が残る 12

クォーター制実習

内容理解が深まった 7

実施しやすく負担が軽減された 3

不満点や疑問が残る 4

その他 3

b．自由記述の回答例（原文ママ）

・ 時期をまとめて短期集中で行う実習は理解が深まりやすいと思います。実習終了後の試験勉強も一科目に集中

できて良かったです。

・ 実習を 1 週間で 3 科目やるのではなく、1 科目をまとめてやるのは、負担としてはとても軽くなったと思います。

・ 臨化の実習をまとめて行うとレポートと予習に追われて大変でした。

・ 実習の教科を一度に固めることは、今回とてもやりやすかったと思う。しかし、今まで先輩達が行ってきた 1 週

間に 1 回の実習は長期の記憶になると思いますが、今回は短期の記憶だけで乗り切れてしまうのは良いか悪いか

は分かりません。

・ 授業が詰めてなくて、自分の時間ができた。

・ 他の学部の科目を取れるはずなのに取れなくなることがある。例えばフランス語、ドイツ語など対面であれば

取得できていた単位を失うのはすこし苦しい。

a． 内容分析の手法は、1）自由記述アンケートより実習および編成時間割についての回答を抽出、2）回答内

容を大まかに分類してその分類について定義づけ、3）それぞれの定義に合致する回答件数を算定した。

b． a．で抽出した代表的な回答例を示した。
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を高めるためにも非常に重要で、それらの科目で

はレポートが大変だったとの自由記述（表 1b）も

散見された。2020 年度終了時アンケート（図 2b）

より、課題やレポートが間に合わなかったと感

じた者（「まあまあそう思う」、「そう思う」）が約

40% 程度いたことは、それを裏付ける。しかし

ながら、これらの実習科目でクォーター制を導入

することにより学習効果が向上もしくは低下する

かについては、本研究では検証できていない。こ

のように本研究の限界は、今回収集したデータが

全てクォーター制導入後の調査であるため、実習

科目の教育効果や満足度を導入前と定量的に比

較、評価できない点である。その点を検証するた

めには、今回研究対象となったパンデミックの影

響を受けクォーター制を採用した学生について、

臨地実習および卒後の評価を行っていくべきで

あると考える。特に、臨地実習前技能到達度評価

は今後、臨床検査技師養成校において必須となっ

てくる 8）ため、クォーター制実習を導入した教育

効果の中〜長期的な技術習得度合いの検証は今後

の研究課題である。

　さらに興味深い結果として、本研究で学生のプ

レ - ポストアンケートから、対面にて学内実習を

行うことでクラスメイトに対する意識の変容や対

人スキルの向上が見てとれ（図 3a）、医療系技術

職養成の卒前教育において対面での学内実習の重

要性が観察された。これは、卒前教育においてヘ

ルスコミュニケーション能力を向上させる上で

も、学内実習が重要な役割を占めることを表して

いる。感染症パンデミック下において、多くの医

療系技術職の養成大学が実習科目を遠隔授業で

行っていたことが報告されている 9）10）。新型感染

図 3　2021-2022 年度 前期の微生物学実習プレ - ポストアンケート

a． 授業における周りの人との関係性について、4 段階評価で評価した。数値が大きいほど、各項目の設問に

対して、「そう思う」と感じていることを表す。

b． 授業に対して身につけられたと実感した能力や知識について、5 段階評価で評価した。数値が大きいほど、

学生自身が能力や知識等が「身についた」と感じていることを表す。
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症の発生等の緊急事態下においては、他者との接

触を可能な限り制限すること等が求められるが、

この対策は医療技術者養成のためのヘルスコミュ

ニケーション教育に影響を与えることが示唆され

る。さらに、プレゼンテーション能力や他人と協

力して物事を遂行する能力等、社会に出ていく上

で必要な対人スキルを向上させるためにも、対面

での学内実習は履修者の重要な学びの場となって

いることが明らかとなった。実際、学生の多くが

実習科目に関して対面で実施することを希望して

いることも示唆された。

　今回、学科独自に行った臨時の授業時間割編成

等が、座学を含めて教育を停滞させないために有

効に働いたことが示された。さらには臨床検査技

師養成のための実習科目について、学生に対する

授業評価アンケートの量的・質的評価を行うこと

によって今回導入したクォーター制の利点が明ら

かとなり、平常授業へ回帰した際にも、得られた

利点を生かしてクォーター制の授業を展開するこ

とで学習効果をより高めることができた。今後起

こり得る感染症パンデミック等の緊急事態下にお

いても、個々の教育機関の実態に応じて授業開講

方式を含めた工夫により、教育効果を最大限高め

ることが必要であると示された。

IV．結 論

　本報告は、臨床検査技師や他の医療従事者をは

じめとした、学内実習が卒前教育の大きな重点を

占める医療系技術職種における感染症パンデミッ

ク下での教育効果検証として、貴重なデータであ

る。特に、今後起こり得る新たな感染症パンデミッ

クに対して、感染拡大に対するリスク管理をしつ

つ学内実習の質と時間を担保するために、授業開

講方式の選択肢を提供するものである。本研究に

おいて、実習科目をクォーター制で開講すること

は技術習得や取り組みやすさの観点で学生の満足

度が高いことが明らかとなった。一方で、クォー

ター制が望ましくない一部の実習科目もあるた

め、各実習科目のねらいに応じた開講方式の採用

が必要であると考えられた。
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